
第２回 東京都版市場化テスト監理委員会 次第

【議 題】

１ モデル事業（事業実施予定者選定までのプロセス）の検証事項に

関する検討状況について

２ 市場化テストモデル事業（平成 20 年度事業）実施要項（案）に

ついて

３ その他
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検討状況について
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モデル事業（事業実施予定者選定までのプロセス）の

検証事項に関する検討状況について

平成 19年３月 15 日に開催した第３回東京都版市場化テストモデル事業監理委員会において

提示した検証事項のうち、「平成 19 年度の実施要項策定前に検証すべき事項」としたものについ

ての検討状況は以下のとおり。

区 分 検 証 事 項 ・ 方 向 性

評価基準等

◇ 評価基準の精査

・ 今年度の対象科目については、事務系科目であり、個別の評価項目

を設定するほどの特徴はないが、今後、対象科目毎の特性に合わせた

個別の評価項目や配点の設定を検討していく。

◇ 事業計画書の精査

・ 類似する記載項目の統合など、事業計画書の様式を修正

・ 入札参加者の独自性を引き出すため、各事業者が提案内容の特色等

を自由に記載するプレゼンシートを追加

過去の事業実績の

開示（コスト情報）

◇ コスト算定の精度向上

・ 引き続き、都の新たな公会計制度の考え方との整合性を踏まえたコ

スト算定を行い、実施要項において公表していく。

・ 委託した場合の削減効果の有無を踏まえつつ、施設共用部分の算入

など、間接部門の範囲を精査し、間接部門費算定の精度向上を図る。

その他

◇ インセンティブ、ディスインセンティブの検討

・ 対象事業の性質等に応じ、事業成果により委託費を増減させる等の

インセンティブの導入について検討を行う。

・ 今年度の総合評価一般競争入札については、技術点の評価において、

同等訓練科目の事業実績を評価点に反映させる。

◇ 予算措置の手法の検討

・ 本格実施に向け、債務負担行為の設定等における課題整理を進めて

いる。

資料１


